
Japanese Association of Russian Scholars

NII-Electronic Library Service

Japanese 　 Assoolatlon 　 of 　 Russlan 　 Soholars

金 子 幸 彦 先 生 の こ と

中　村 喜 和

　 『プー
シ キ ン 詩集』が 岩波文庫で 出 たの は 1953年の こ とで あ る 。 その 年 の 春 に 私

は 大学に は い り、 第二 外国語と して 1コ シ ア語 を習い は じめ たば か りだ っ た
。 書店で

買い もとめ た新刊の 文庫本の 訳 者が 自分の お そ わ っ て い る先生で ある こ とを知 っ

て 、 誇ら しい 感情をい だい た こ とをおぼ えて い る 。
ロ シ ア語の ク ラ ス は 8人だけだ っ

た が 、 それ まで 先生 の 専門が何で ある か 、 ク ラ ス の 中で だれ ひ と り知 らな か っ た の

で ある 。 私 は さっ そ く次の 授業の お わ っ たあ とで 、先生 に サ イン をお願 い した 。 先

生 は ちょ っ とは にか ん だよ うな顔を しなが ら、私の 名前の 下 に様をつ け、それか ら

日付 を入 れ 、 自分の 名前を書か れ た 。 万年筆の ペ ン 先を裏側 に して書 くの が そ の こ

ろ か ら先生 の 癖 だ っ た ，，

　教壇で 自分の こ とを話 され る こ とは ま っ た くなか っ たけれ ど も、 上級生 たちの 口

か ら、断片的な情報が もれ て きた 。 東京外語の 学生時代 には ラ グ ビー
の 選 手で 今 も

頭蓋骨に陥没 した箇所が ある こ と、学生運動の 「首謀者」 として逮捕 され 無期停学

の 処分 を うけた こ と、 な どで あ る 。 私 た ちの まわ りに は 山村工作隊の 経験者や学生

自治 会の 幹部 な どが大勢 い て 、先生に は一
目お い て い る様 子が うか が われ たが 、先

生の 側か ら格別彼 ら に ［］をかけて や る風 は なか っ た 。

　二 年生 の プロ ・ゼ ミで い きな りプ
ー

シ キ ンの 「ス ペ ー
ドの 女モ」の テ クス トを読

まされた ときは 面 くら っ た 。 むずか し くて歯が立 ちそ うに なか っ た 。
この こ ろ は 中

級 の い い 教科書が なか っ た の で ある 。

　 三 年生か らの 学部ゼ ミナ
ール は 大学 院ゼ ミ と合同で 、 オ ガ リ ョ フ の 同想録を読 ん

だ 。 井の 頭公 園の わ きにある 先生の お宅 に 十人ほ どが 毎週
一
度ず つ 集 まっ た 。 時刻

は 夕食後の 数時間 ときま っ て い た 。 話が はずん で 、深夜 に及ぶ こ と もあ っ た 。

　近所 にバ イオ リ ン の 初心 者が い て 、　 「の こ ぎ りの 目立 て には まい るね」 と言われ

た こ とが あ っ た 。 もっ とも、あ る とき何 かの 用件で うか が っ た とき、 隣室か ら ク ラ

シ ッ ク音楽が なが れ て きた 。 ラ ジ オか レ コ
ー ドの よ うだ っ た 。 先生 はそ の 音 をす こ

し しぼ っ た だ けで 話 を つ づ けた か ら、音楽 は愛 され たの で あ る 。

　私たちがお宅 に お邪魔 して い た 1950年代 か ら60年代 に か けて 、先生は ず い ぶ ん 仕

事を され た
。 年譜 に よ れ ば、　『ロ シ ア 小説論』の 中心 部分 は こ の 時期 に 書か れ た

し 、 翻訳 は プー シ キ ン を中心 に 中世か ら ソ ビ エ ト期にお よび
、 その 対象は 文芸作品

に か ぎらず 、 評論 も少な くなか っ た。 岩波文庫別冊 として 今 も版を重ねて い る 『ロ

シ ア 文学案内』は 1961年の 刊行で ある 。

　 ロ シ ア 文学 関係者の 中で は例外的に 、 先生 は 酒を好 まれ なか っ た
。 若い 人たちの
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談論風 発 をわ きか ら眺 め て 楽 しまれ た と して も、酔 い に まかせ ての 怪気炎や大言壮

語 には 顔 をそ む け られ た 。

　今年の 夏の 暑 い さか りの 7月25EIに 、先生 は こ の 世 を去 られ た 。 享年は 82。 その 直

前に お嬢 さん の 奔走 で 歌集 『歳月』が 1二iJ行 され た 。 病床 で 私 たちにそ の 歌集を示 さ

れた ときも、や つ れた先 生の 顔 に幾分か は にかみ の 表情が うか んだ よ うに 見えた 。

しか しもはや サ イン を して い た だ ける よ うな容態 で は なか っ た 。 400 首あ まりの 作品

の 中か ら i首だけ あげ て お く。

　い くそた び わ れ惑ひ つ つ こ の 業に た つ さは り来て 老い さび に け り

◎事務局 記録

　◎ 1993年度 （第43回）総会 ・研究発表会は ド記の 要領で神戸市外国語大学 に お

　　い て 開催 され た 。

　　 IO月22H 　（金）午前 　開会式 ， 研 究発表会

　　　　　　　　　午後　拡大理 事会，研究発表会，公開 シ ン ポ ジ ウム ，懇親会

　　 IO月23 目　（十：）午前　研 究発 表会

　　　　　　　　　午後　講演 ， 総 会

　　研 究発 表者 とその 題 目 ， お よび司会者 は次 の 通 り （会場別 ，
発 表順 ） 。

10月22 日　第一会場

　浦片　康男 （稿 井 大）
一… 『哀 れ な リ

ー
ザ 』 に お け る 名詞 表現 の 分 析

　　　　　　　　　　　　　　 一
デ

ー
タ ベ ース に 多変最解析 を適用 して

一

野村

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（司 会 　丹辺

孝 夫 （大阪外 大）一 『智恵の 悲 しみ 』の ．三
一一・

致 に つ い て

　 　　　　 　　　　 　　　　　 　　　　 　　　 C司会 　藤 沼

文彦）

屯

只

杉 山　￥，lfr・（中 央 大）
一一 プ ー

シ キ ンの 物語詩 『ジプ シ
ー
』の パ ロ デ ィ

ー

秦野

松 本

　　　　　　　　　　 性 一悲劇 と田 園詩一　　 （司 会　浅岡

　
一
宏 　 　 　 　 　 　 　ゴ ー ゴ リの ：葉

’
亭訳 を め ぐ っ て

（海 ヒ保安大学校）　　　　　　　　　　　　　 （司 会　諌
【
fし

賢
一一一

（大阪外 大）
一 一 1つ の

・1・字 架

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （司 会　木 ド

宣彦 ）

勇
一

）

豊房）

同 　第二 会場

　 日 山 利信 （東外 大院）
一

述語 的用法 に おけ る形容 詞
．
長語屠 形お よび短

　　　　　　　　　　語尾形の 意味特徴 に つ い て 一 「
一

時的特徴」 ，

　　　　　　　　　　 「恒常的特徴」表示の し くみ 一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （司会 　石 田 　修
一

）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
一
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